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争牟ー女の講座・女のつどい抽阿世叫山内向

各地のくあごら>へどうぞ(自主目陸場)マ

口あごら旭川(第3土隠・13時30分ー16時〉
・旭川市緑ケ丘5-4 那須友子
・雷 0166=65=5690 干078-11

口あごら札幌〈毎月13日喫茶 rミドリD
・札幌市豊平区平岸1条1丁目 6'-110 細谷洋子
・雷 011=823=0738 〒062

白あごら仙台(時間、会場とも流動的
・仙台市茂庭字生出前4-65三船照子
• m 0222=45=5目)94 干関口~-o2

口あごら柏(官会F語1笥~嫡)
・千葉県印幡郡白井町大山口1-7-20 桑原ちゑ子
・雷 0474=91=4843C夜間) 〒270-14

口あごら新宿(①毎月第3金曜・18時-20時88月8日(土、日はその前日)11時一日時
とも「あごら」読書室

・新宿区新宿1-9-6 斎藤千代
・雷 03=354=3941 CB 0 C)干160

口あごら武蔵野(髭去最説書)
・小平市小川町1-763-86 丹羽雅代
・a0423=43=6749 干187
口あごら東海(時間・会場とも流動的〉
・名古屋市西区平中町90 長谷川女子
・密 052=501=6969
口あごら京都
・京都市左京区一乗寺築田町56-1 塚崎美和子
・密 075=791=4623 干606

口あごら大阪(第3日隠・11時30分-15時〉
・吹田市岸部中1ー29-4 藤井里子
・雷 06=387=6574 干564

口あごら山口(釘12躍・ 11時一17時)
・下関市竹崎町2-13-5 2 F 
・雷 0832=32=8707 干750

口あごら鳥取
・鳥取市古海1147 高草団地9号前回享子
・雪 0857=23=3074 干680

口あごら::h.~IÞI(護詩歌1錦絵獄諜)
・福岡市中央区笹丘2-4-6 小島ザカヱ
・密 092=521=7624 〒810

日あごら佐世保(器、・4重要望豊富言語)
.'佐世保市瀬戸越町3-21-8 内回佳崇
・雷 0956=49=8591 〒857-U1

口広島『あごら』を読む会
・広島市西区鈴が峰町5-3 黒田三恵子
・雷 082=278=2126
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マ

・

主

催

国
家
秘
密
法
に
反
対
す
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会

歌
い
飛
ば
そ
う
/
国
家
秘
密
法
ロ
・
泊
市
民
パ
レ
ー
ド

本
と
著
者
に
出
逢
う
集
い
門
玲
子
・
山
下
智
恵
子
ほ
か
八
東
海

B
o
c
v

グ
リ
l
ナ
ム
の
女
た
ち
の
ピ
デ
オ
を
見
る
会
+
時
由
紀
子

あ
ご
ら
さ
っ
ぽ
ろ
忘
年
会

反
原
発
・
反
基
地
今
、
女
た
ち
が
起
ち
あ
が
る
こ
と
の
意
味
近
藤
和
子

一
人
一
人
が
元
気
に
な
る
集
会

l
lル
イ
さ
ん
と
語
ろ
う
ノ

映
画
上
映
会
「
草
と
り
草
紙
」
〈
一
-
一
里
塚
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と

V

器
演
会
ー
ー
し
な
や
か
に
自
分
を
生
き
る
伊
藤
ル
イ

ゾ
ル
ゲ
事
件
か
ら
見
る
ス
パ
イ
防
止
法
尾
崎
秀
樹

エ
ピ
か
ら
第
三
世
界
が
見
え
る
内
海
愛
子
・
伊
従
道
子
〈
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
〉

家
族
の
キ
ズ
ナ
か
ら
社
会
が
見
え
る
村
瀬
春
樹
0
4
5
H
9
6
3
"
2
4
2
1

男
の
子
育
て
を
考
え
る
会
忘
年
会

ス
キ
!
と
温
泉
と
新
年
会
一
泊
三
日
の
綜
八
あ
ご
ら
さ
っ
ぽ
ろ
〉

近
代
女
性
作
家
の
登
場
北
回
幸
恵
・
笈
辺
澄
子
八
日
本
社
会
文
学
会
〉

性
差
、
性
役
割
、
性
差
別
青
木
や
よ
ひ

新
春
懇
議
会
と
講
演
板
井
昭
子
・
腰
原
康
子
ほ
か
八
日
本
婦
人
科
学
者
の
会
〉

桝
珂
基
法
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ネ
ッ
ト
〈
パ

l
ト
も
有
休
と
れ
る
の
ヨ
〉
パ

1
ト
労
働
連
絡
会

者

会

場

・

連

日
本
Y
W
C
A

日
比
谷
公
園
小
音
楽
堂

新
栄
の
平
安
堂

国
立
公
民
館

サ
ラ
ダ
・
ニ

I
ス
細
田
英
理
子
宅

武
蔵
小
金
弁
・
公
民
館
本
町
分
館

名
古
屋
市
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

ひ
ら
ひ
ら
北
四
条
ピ
ル
7
4
6
H
2
8
0
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京
都
・
宇
治
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中
央
公
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館

す
ペ
ー
す
・
し
よ
う
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野
3
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9
H
0
5
3
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渋
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館
ハ
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野
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5
3
1

朝
里
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温
泉
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絡
先
7
8
2
H
3
3
3
8
松
平

法
政
大
学
本
校
八
三
三
番
教
室

東
京
都
婦
人
情
報
セ
ン
タ
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コ
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ベ
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日

勝

・

訴

・

ぉ

・

め

・

で

・

と

・

う

…

v

が

判

一

宇

一

宇

を

書

き

込

ん

だ

七

勺

の

か

わ

い

い

リ

ン

ゴ

が

並

び

、

七

本

の

ロ

I
ソ
ク
に
灯
が
と
も
っ
た
。
が
、

つ
鉄
連
・
七
人
の
女
た
ち
を
祝
う
熱
い
拍
手
の
中
で
、
佐
々
木
元
子
さ
ん
は
、
ど
こ
か
浮
か
ぬ
風
情
に
見
え
た
。
…

M
r
iい
「

一

勝

一

敗

一

引

き

分

け

と

い

う

感

じ

で

す

」

川

川

R
ハ

「

基

幹

職

と

補

助

職

に

分

け

る

コ

l
ス
別
賃
金
は
憲
法
十
四
条
違
反
」
と
、
六
十
九
万
円
の
支
払
い
を
鉄
連
側
…

川
レ
〕
に
命
じ
な
が
ら
、
「
コ
ー
ス
別
採
用
や
、
司
書
か
ら
事
務
職
へ
の
配
転
は
、
八
年
前
の
当
時
と
し
て
は
公
序
良

…

ト

俗

に

反

す

る

と

ま

で

は

言

か

切

れ

な

い

」

ト

し

た

判

決

に

正

岡

三

郎

明

大

名

誉

教

授

は

二

憲

法

に

ま

で

踏

…

庁
弘
，
み
込
ん
だ
画
期
的
判
決
の
割
に
は
法
的
な
救
済
が
不
十
分
」
と
、
企
業
側
に
も
働
く
側
に
ど
よ
い
顔
」
を
見
…

お

邑

ヲ

3
F

せ
る
に
と
ど
ま
っ
た
判
決
の
本
質
を
評
し
た
。
あ
れ
ほ
ど
の
長
い
闘
い
を
思
う
と
、
松
岡
氏
の
指
摘
ど
お
り
判
川

:り
h
鴨
居
留
ア
決
は
不
満
足
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
胸
の
内
か
ら
熱
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
た
。

川

か

事

均

凶

邸

主

【

ご

苦

労

さ

ま

!

あ

り

が

と

う

日

そ

れ

だ

け

を

言

い

た

か

っ

た

。

川

a
g
a鳥
時
現
在
の
勤
務
先
を
訴
え
る
|
|
そ
れ
は
ど
ん
な
に
至
難
な
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。
欠
勤
遅
刻
は
も
と
よ
り
、
毎
…

…

1
-
d
g、
日
の
勤
務
ぶ
り
に
ま
で
人
一
倍
の
監
視
の
目
が
光
る

0
2
2耐
え
ぬ
い
た
八
年
の
ま
は
、
他
者
に
は
到
川

}

底

推

測

で

き

な

い

も

の

左

思

9
0
そ
の
辛
さ
を
耐
え
に
耐
え
た
重
み
が
、
つ
い
に
「
コ

l
ス
別
賃
金
は
憲
法
違
川

』

r

門ノ
u

，
，
.
反
」
を
か
ち
と
っ
た
こ
と
・
を
、
働
く
女
の
一
人
と
し
て
ど
ん
な
に
感
謝
し
て
も
し
た
り
な
い
気
が
す
る
。

ル
}
告
訴
に
踏
み
切
っ
た
と
宮
、
彼
女
た
ち
は
ま
だ
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
。
「
お
か
し
い
ぞ
」
と
感
じ
た
英
知
え
ど
川

，

ゅ

ん

な

圧

力

に

も

屈

し

な

か

っ

た

勤

さ

が

、

均

等

法

元

年

の

最

大

の

収

穫

を

獲

得

し

た

の

だ

。

山

…

J
人
し
か
し
鉄
連
側
は
控
訴
ぺ
彼
女
た
ち
も
配
転
に
つ
い
て
は
控
訴
す
る
と
い
う
。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
日
々

h
ソ
が
ま
た
も
続
く
。
彼
女
た
ち
を
支
え
る
一
助
に
、
私
た
ち
も
、
日
々
の
差
別
に
抵
抗
し
て
い
き
た
い
。
「
す
ベ

・
コ
て
の
差
別
は
公
序
良
俗
に
反
す
る
」
と
い
う
高
裁
勝
訴
を
か
ち
と
れ
る
か
ど
う
か
は
、
私
た
ち
自
身
の
責
任
だ

，
 

・
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と

思

う
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立:‘ぜ‘
ち私
上 7こ
がち
つは
Tニ
カ=

森
川
万
智
子

「
人
工
島
」
に
関
す
る
事
柄
が
下
関
市
の
公
報
や
一
一

マ
ス
コ
ミ
に
登
場
し
て
久
し
い
。

下
関
市
が
港
湾
都
市
と
し
て
繁
栄
す
る
た
め
に
、

大
型
船
を
禁
岸
で
き
る
港
ぞ
人
工
島
方
式
で
、
と
錬

っ
た
構
想
か
ら
今
年
で
十
五
年
だ
そ
う
で
あ
る
。
下

関
青
年
会
議
所
は
、
そ
の
後
国
土
庁
に
手
づ
る
を
求

め
、
八
二
年
に
国
土
庁
は
「
大
規
模
な
埋
立
に
よ
る

人
工
島
を
」
と
い
う
構
想
を
出
し
た
。
八
三
年
に
は

運
輸
省
が
「
国
家
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
秋
田
・

清
水
(
静
岡
県
)
・
下
関
(
山
口
県
〉
、
大
村
ハ
長

崎
県
)
の
い
ず
れ
か
に
人
工
島
を
」
と
い
う
計
画
を

経
団
連
鋼
材
ク
ラ
ブ
の
音
頭
と
り
で
出
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
下
関
市
を
対
象
地
と
し
て
、
運
輸
省
-

J
A
P
I
C
(
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業
協
議
会
H
国

d語
、笹野

: 
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
請
負
う
団
体
υ

で
顧
問
に
経

団
連
副
会
長
や
東
京
都
の
顧
問
な
ど
を
就
任
さ
せ
、

「
開
発
」
至
上
の
計
画
を
次
?
と
打
ち
出
し
て
い
る

(
表
参
照
〉
。
そ
し
て
、
ま
る
で
獲
物
を
狙
う
野

獣
の
よ
う
に
次
々
と
「
下
関
北
浦
沖
合
人
工
島
」

，
構
想
を
発
表
す
る
に
至
っ
て
「
人
工
島
」
は
「
夢

の
昏
」
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
優
先
で
次
第
に
下
関

市
民
の
中
に
既
成
事
実
化
し
て
き
た
。

昨
秋
、
運
輸
省
は
前
述
の
四
つ
の
候
補
地
を

清
水
市
と
下
関
市
に
絞
っ
た
。
に
わ
か
に
事
は

動
き
出
し
て
き
た
。
市
議
会
は
本
年
三
月
、
調

査
推
進
の
議
決
ω
‘
下
関
市
は
今
年
度
二
千
六
十

五
万
円
の
予
算
を
組
ん
で
実
現
可
能
性
調
査
に

乗
り
出
し
た
。
た
て
ま
え
は
民
間
組
織
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
下
関
人
工
島
構
想
推
進
期

成
会
(
市
の
予
算
か
ら
五
百
万
円
の
補
助
金
が

出
さ
れ
て
い
る
〉
も
八
月
に
発
足
。

ア
関
市
は
今
や
、
官
民
あ
げ
て
「
人
工
島
」

笑
現
に
向
け
て

w
ま
っ
し
ぐ
ら
H

と
い
っ
た
と

4 

こ
ろ
で
あ
る
。

市
当
局
は
い
う
。
「
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
国

際
流
通
拠
点
都
市
づ
く
り
が
下
関
市
の
基
本
的
方
向

人工島の利用構想

区 分 面積 説 明

ha 
コYテナ埠頭

港湾関連施設
穀物備蓄基地
200 
エネルギー墓地

既存鐙設の一部移転

海洋開発関連施設 50 

100 
学術研究セ"/7-

都市・文化機能施設
業務・商業施設

観光.レジャー施~ 100 ヨット・レジャーポート箆設等

コミュータ空港 50 

廃棄物処理区域 100 

道路，公園.緑地 100 

f; 計 700 



で
あ
り
、
そ
の
基
盤
整
備
が
八
ヱ
島
で
一
民

あ
る
」
と
。
下
関
と
い
う
、
古
来
「
港
」
ー

と
し
て
の
位
置
を
持
ち
続
け
た
こ
の
ぽ
外

を
、
よ
り
「
港
」
と
し
て
開
発
し
発
展
エ

さ

せ

よ

う

と

い

う

の

だ

。

山

市
は
現
在
、
運
輸
省
と
J
A
P
I
C

ヴ

の
案
を
併
せ
た
も
の
を
最
新
の
青
写
真
。

と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
人
工
伊

島
は
七
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
五
万
人
が
居
J

住
す
る
下
関
市
彦
島
の
四
分
の
三
も
の

広
さ
で
、
そ
の
使
用
目
的
は
表
の
と
お

り
で
あ
る
。
一
兆
円
の
仕
事
な
の
だ
そ
う
だ
。

私
た
ち
〈
あ
ご
ら
山
口
〉
は
、
人
工
島
の
こ
と
を

気
に
懸
け
て
き
た
。
「
イ
ヤ
な
感
じ
の
人
工
島
」
に

誰
も
反
対
し
な
い
の
か
な
、
と
思
っ
て
き
た
。
七
月

の
ダ
ブ
ル
選
挙
前
に
は
山
口
県
の
全
立
候
補
予
定
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
し
、
「
人
工
島
建
設
を
ど
う
思

う
か
」
と
の
聞
い
も
加
え
た
。

そ
し
て
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
。
人
工
島
っ
て
い

っ
た
い
何
?
」
と
思
う
者
た
ち
の
会
八
な
し
て
?
人

工
島
の
会
V
が
六
月
に
発
足
す
る
と
、
〈
あ
ご
ら
山

口
〉
ご
と
そ
っ
く
り
参
加
し
た
。
私
た
ち
の
例
会
の

日
(
第
一
日
隠
)
が
八
な
し
て
?
人
工
島
の
会
V
の

例
会
日
と
な
っ
た
。

自主提案プロジェクト

(l) ロイヤルセングー椛忽
(四谷駅周辺開発)

空中継

大都市国幹線道路地下化の提言

{来京環状7号線のケーススタディ)
(4) 来京湾外かく現状道路

(5) 関勉総合水資源開発

(6) 近畿図水量E源対策

(奥ひわi相t~合水資源開発計画}
(7)北九州水j(isl対筑

(2) 

(3) 

官公庁、団体じつながるプロジェクト

O中央
(l)来京湾環状道路促進

(2) 来京拘横断道路促進

(3)千Z良県幕張地区新都心開発構想
(4)神奈川県三浦市ツフトエネルギー

モデル都市m怨
(5) 商業地法再開発ー銀座再開発

(6) 汐留~物駅跡地再開~
QJil!方

(1)関西新国際空港

(2) J京阪京学術研究都市開発
(3) 中部新国際空港{愛知県)

(4) 国際ilii業文化ゾーン(.) 
(5) 国際流通加工基地・{三111m
(6) 関笑i良物流センター(岐阜県)
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(8) ポートアイランド椛恕(広島清)

(9).大分アジアポート棉忽

.QO)，;下関北浦沖合人工島椛想(山口県)
ω南勢町シJレバーホープピレッジ・
パカンス村n図(三m県)

U~ 棚倉町スポーツ・レクリエーショ
ン施設盤側計図(福島県)

な
し
て
(
ど
う
し
て
)
私
た
ち
市
民
の
一
人
ひ
と
り

が
必
要
と
し
な
い
人
工
島
を
作
ろ
う
と
す
る
の
か
。

な
し
て
北
浦
の
海
の
上
に
エ
ネ
ル
ポ
l
基
地
、
穀

物
備
蓄
基
地
が
い
る
の
か
。

な
し
て
人
工
島
の
上
に
空
港
な
ん
か
作
ろ
う
と
す

る
の
か
、
な
し
て
何
千
年
、
何
万
年
も
続
い
た
漁
民
の
生
き

る
場
を
壊
そ
う
と
す
る
の
か
。
。

九
月
に
は
市
議
会
に
対
し
て
「
人
工
島
構
想
推
進

事
業
の
中
止
を
求
め
る
陳
情
」
と
、
市
議
会
議
員
全

員
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
十
月
に
は
「
市
・
県
・
国

か
ら
委
託
を
受
け
た
専
門
家
に
よ
る
H

実
現
可
能
性

調
査
委
員
会
ハ
第
一
回
目
へ
調
査
内
容
と
そ
の
経
過

の
公
聞
を
申
し
入
れ
」
た
が
、
会
は
全
く
の
密
室
審

議。
私
た
ち
の
会
は
全
く
オ
ー
プ
ン
だ
し
、
特
に
〈
い
あ

ご
ら
山
口
V
の
女
た
ち
は
ミ
ー
ハ
ー
ぶ
り
を
発
揮
し

て
い
る
。
「
市
民
に
対
じ
て
説
得
力
の
あ
る
反
対
理

由
が
必
要
だ
」
と
誰
か
が
言
え
ば
、
「
あ
ら
、
説
得

力
を
比
べ
る
な
ら
市
当
局
の
い
う
H

特
定
不
況
地
域

の
汚
名
返
上
、
景
急
浮
揚
の
た
め
に
人
工
島
を
u

の

ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
強
い
わ
よ
。

H

あ
た
し
が
要
ら
ん

か
ら
作
ら
ん
で
よ
い
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
?
」
つ

て
な
具
合
で
あ
る
。
自
分
た
ち
の
思
い
い
を
込
め
た

『
な
し
て
?
通
信
』
も
発
行
し
て
、
誰
彼
な
く
パ
ラ

ま
い
て
い
る
。
例
会
、
学
習
会
は
も
ち
ろ
ん
公
開
だ
。

友
人
の
女
性
た
ち
へ
「
人
工
島
」
の
こ
と
を
話
し

て
も
「
あ
あ
、
で
き
る
ら
し
い
ネ
」
と
、
半
年
前
の

5 



私
と
同
じ
く
具
体
的
に
は
何
も
知
ら
な
い
人
ば
か
り

.
な
の
だ
。
知
ら
な
い
う
ち
に
、
知
.
ら
な
い
所
で
私
た

ち
の
生
活
が
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
が
怖
い
。
一
人

の
生
活
者
と
し
て
の
意
見
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
へ
伝
え
て
仲
間
を
増
や
し
、
行
政
へ
向
か
っ
て
も

キ
チ
ン
と
主
張
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

市
役
所
の
市
長
公
室
へ
行
っ
た
時
、
人
工
島
担
当

の
課
長
が
い
み
じ
く
も
言
っ
た
。
「
ま
さ
に
が
な
し

て
?
人
工
島
d

な
ん
で
す
よ
ね
え
。
造
船
所
は
ど
ん

ど
ん
人
員
削
減
。
二
百
カ
イ
リ
で
遠
洋
漁
業
も
ダ

メ
。
下
関
の
地
盤
は
沈
下
す
る
一
方
で
す
。
下
関
の

三
方
を
海
で
固
ま
れ
た
立
地
条
件
を
考
え
る
と
、
や

っ
ぱ
h
d港
で
生
き
て
ゆ
く
し
か
な
い
。
海
で
生
き
て

ゆ
く
し
か
な
い
。
だ
か
ら
、
人
工
島
な
ん
で
す
」
。

私
た
ち
も
本
気
で
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

特
定
不
況
地
域
を
ど
う
生
き
る
の
か
。

=
一
方
海
で
固
ま
れ
た
下
関
で
ど
う
生
き
る
の
か
。

本
州
・
四
国
の
三
つ
の
架
橋
工
事
が
済
む
と
、
日

本
の
鉄
と
セ
メ
ン
ト
が
余
る
の
だ
そ
う
だ
。
内
需
拡

大
の
か
け
声
は
与
野
党
両
方
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

私
に
と
っ
て
の
人
工
島

. 
4 

田
口
美
-
春
ブ

北
浦
沖
合
人
工
島
構
想
|
|
突
然
、
浮
か
び
上
が

っ
た
活
字
を
前
に
し
て
、
私
は
、
青
い
海
に
ポ
ッ
カ

リ
浮
か
ぶ
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
の
よ
う
な

夢
の
島
で
も
造
る
の
か
し
ら
、
と
、
疑
問
を
持
た
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ

Z
1司
君
宮
崎
問
。
宅
ゆ
巧
r
2
4
巧

E
3

対
点

4vh坤
H
b
H
h川

δ
し
円
晴
行
「
パ

r
，d
h

川
、

r
N
H
四
時

勉
強
会
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
私
の
心
の
な
か

で
そ
れ
ま
で
幾
重
に
も
重
ね
ら
れ
て
い
た
ベ
1
・
ル
が

次
々
と
剥
ぎ
取
ら
れ
、
事
の
真
相
が
は
っ
き
り
し
て

来
ま
し
た
。

七
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
大
き
さ
で
莫
大
な
国

の
予
算
の
基
に
、
コ
ン
テ
ナ
基
地
だ
と
か
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
地
だ
と
か
、
関
門
港
湾
の
移
転
、
水
産
基
地
、

穀
物
備
蓄
墓
地
、
等
、
等
。
い
ろ
い
ろ
な
目
的
を
並

べ
た
て
た
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。

そ
の
予
定
地
と
さ
れ
る
所
は
、
下
関
の
中
心
地

か
ら
、
車
で
お
よ
そ
二
十
分
ほ
ど
走
っ
た
所
。
長

門
、
萩
へ
と
続
く
風
光
明
朔
な
海
岸
線
沿
い
に
位
置

し
ま
す
。
夕
暮
れ
時
の
ド
ラ
イ
ブ
に
は
、
ち
ょ
う
ど

雲
の
合
い
間
か
ら
海
面
上
に
注
ぐ
夕
日
の
帯
が
、
レ

ン
プ
ラ
ン
ト
の
描
く
よ
う
な
、
光
と
影
の
陰
影
を
映

し
出
し
て
、
ゾ
ク
ゾ
ク
ッ
と
す
る
よ
う
な
感
動
を
与

え
て
く
れ
る
の
で
す
。
四
季
折
々
に
は
ま
た
違
っ
た

海
の
色
を
見
せ
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
際
立
た
せ
て
く

れ
る
空
の
色
や
雲
の
配
置
、
は
た
ま
た
そ
れ
ら
す
べ

て
を
包
み
込
む
潮
の
香
り
と
ざ
わ
め
き
:
:
:
。
私
は

そ
ん
な
風
景
と
ほ
ん
の
十
年
足
ら
ず
の
つ
き
合
い
だ

け
ど
、
と
っ
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

人
工
島
|
|
そ
も
そ
も
言
い
出
し
っ
ぺ
の
下
関
青
、

年
会
議
所
は
、
そ
の
目
的
を
、
私
た
ち
の
街
下
闘
を

活
気
に
あ
ふ
れ
た
明
る
く
住
み
良
い
街
に
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
|
|
と
明
言
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
「
人
工
島
を
核
と
し
た
都
市
造
り
の
運
動
を
す

す
め
る
に
あ
た
り
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
二
十
一
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
に
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
と
う
さ
ん
、
お

か
あ
さ
ん
た
ち
が
造
っ
て
く
れ
た
下
関
に
住
め
て
よ

か
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
都
市
造
り
を
し
た
い

も
の
で
す
」
|
|
と
市
の
公
報
に
記
し
て
い
る
の
で

す。
ち
ょ
っ
と
聞
き
に
は
、
と
て
も
聞
こ
え
が
良
く
、

フ
今
ム
な
る
ほ
ど
、
と
ま
る
め
込
ま
れ
そ
う
な
話

術
で
す
が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。
自
然
の
美
し
い
所

に
、
潮
の
流
れ
を
変
え
、
魚
も
食
べ
ら
れ
な
く
な
る

6 



危
険
性
を
も
含
ん
だ
、
目
的
の
暖
味
な
も
の
を
造
っ

て
、
果
た
し
て
そ
れ
が
、
下
関
の
繁
栄
に
つ
な
が
る

の
で
し
ょ
う
か
。
次
々
に
目
新
し
い
も
の
を
、
た
く

さ
ん
の
投
資
に
よ
り
造
っ
た
か
ら
未
来
安
泰
、
と
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
で
も
、
や
っ

ぱ
り
人
工
島
は
必
要
な
も
の
な
の
で
す
か
?

ろ

も

あ

や

蜘

私
の
家
か
ら
歩
い
て
十
分
ほ
ど
で
、
綾
羅
木
と
い

う
海
水
浴
場
に
出
ま
す
。
日
差
し
が
熱
く
な
る
と
、

一
人
息
子
を
伴
っ
て
水
着
の
上
に

T
シ
ャ
ツ
を
か
ぶ

り
出
掛
け
ま
す
。
太
陽
と
海
と
波
と
砂
を
、
そ
し
て

向
こ
う
に
停
泊
し
て
い
る
貨
物
船
の
「
ヴ
ォ
l
ツ
/
」

と
い
う
挨
拶
の
中
で
、
ヘ
ト
ヘ
ト
に
疲
れ
る
ま
で
遊

ぶ
の
で
す
。
私
も
彼
も
海
が
大
好
き
で
す
。
そ
し

て
、
私
は
彼
に
、
何
を
遺
す
か

l
ー
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

イ
ル
カ
だ
っ
て
イ
ラ
ン
人
工
島重

兼

文

子

十
二
月
二
日
午
後
、
八
な
じ
て
?
人
工
島
の
会
〉
例

弘
ヰ
下
関
市
吉
見
ハ
人
工
島
の
建
設
予
定
地
、
野
側
面

見
瀬
の
近
く
で
す
〉
に
あ
る
下
関
水
産
大
学
校
に
行

っ
た
。
ほ
と
ん
ど
素
人
の
集
ま
り
の
八
な
し
て
?
v

の
会
が
、
専
門
家
で
あ
る
大
学
の
先
生
に
お
話
を
う

か
が
お
う
と
い
う
企
て
だ
。
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
の
午
後
、

仕
事
を
持
つ
人
た
ち
に
は
な
か
な
か
身
体
は
自
由
に

は
な
る
ま
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
十
人
が
集
っ
た
。
と

い
う
私
も
午
後
か
ら
休
暇
を
と
っ
て
参
加
し
た
。

ま
ず
、
鯨
類
研
究
の
先
生
か
ら
人
工
島
予
定
地
付

近
の
海
域
で
み
ら
れ
る
「
ス
ナ
メ
リ
」
と
い
う
イ
ル

カ
の
話
を
伺
っ
た
。
イ
ル
カ
も
鯨
の
仲
間
で
、
習
慣

的
に
大
人
で
体
長
四
メ
ー
ト
ル
よ
り
大
き
い
も
の
を

鯨
、
小
さ
い
も
の
を
イ
ル
カ
と
呼
び
、
日
本
近
海
で

最
も
小
さ
く
、
体
長
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
イ
ル
カ

の
一
種
で
あ
る
ス
ナ
メ
リ
を
ナ
メ
ク
ジ
ラ
と
呼
ぶ

地
方
も
あ
り
、
両
方
の

区
切
り
は
厳
密
で
は
な

-u 
ス
ナ
メ
リ
は
沿
岸
に
弱

多
く
み
ら
れ
る
の
で
、
附

人
間
の
生
活
に
左
右
さ
は

れ
や
す
く
、
繁
殖
力
が
蹴

弱
い
の
で
二
年
に
一
関

回
、
一
一
践
し
か
生
ま
れ
‘

な
い
。
ア
ジ
、
サ
パ
、

イ
カ
ナ
ゴ
等
を
食
べ
、

砂
場
や
水
深
の
浅
い
所

に
多
い
。
人
工
島
が
現

計
画
の
と
お
り
出
来
上

が
る
と
、
海
の
汚
染
が
す
す
む
こ
と
や
、
浅
瀬
が
減

っ
た
り
海
の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
魚
(
エ
サ

に
な
っ
て
い
た
も
の
〉
が
変
わ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
ス
ナ
メ
リ
は
群
を
な
し
て
い
な
い
の
で
長

崎
県
で
梶
棒
で
な
ぐ
ら
れ
た
イ
ル
カ
た
ち
と
は
違
っ

て
漁
師
さ
ん
た
ち
に
も
そ
れ
ほ
ど
嫌
わ
れ
て
は
い
な

い
。
写
真
を
見
せ
て
「
ど
う
思
う
か
」
の
調
査
に
は

「
か
わ
い
い
」
「
何
と
も
思
わ
な
い
」
と
の
答
え
が

大
部
分
だ
っ
た
。

次
は
、
漁
民
の
生
活
と
漁
業
を
関
連
づ
け
て
研
究

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
の
お
話
。

下関・北浦人口島計画

錨泊海域

L e -

、
-1 色W1

き藍島
で.~島
平蓋持島

。
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北
九
州
市
の
沿
岸
漁
業
調
査
の
結
果
、
品
目
前
・
斡

L
ま

う

ま

し

ま

島
・
馬
島
周
辺
は
漁
場
生
産
力
が
高
く
、
藍
島
と
馬

島
で
は
(
海
流
が
違
う
の
か
?
〉
と
れ
る
魚
の
種
類

が
違
う
と
い
う
容
が
で
た
。
漁
業
権
は
北
九
州
だ

が
、
一
本
釣
り
な
ら
個
人
で
漁
が
で
き
る
の
で
下
関

の
漁
師
も
多
く
行
っ
て
い
る
ら
し
い
。
も
し
人
工
島

が
で
き
れ
ば
海
の
流
れ
が
変
わ
る
が
、
漁
師
は
流
れ

を
利
用
し
て
漁
具
を
使
う
の
で
i

変
化
に
ど
う
対
応

す
る
か
が
問
題
に
な
る
と
思
う
し
、
流
れ
の
変
化
で

魚
の
種
類
も
変
わ
る
か
ら
魚
具
も
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
水
産
生
産
力
は
落
ち
る
と
思
う
。

ま
た
、
北
浦
海
域
に
多
数
埋
め
ら
れ
て
い
る
魚
礁

に
も
大
き
な
影
響
が
で
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
魚
礁

そ
の
も
の
は
砂
浜
を
ダ
メ
に
し
た
り
、
セ
メ
ン
ト
屋

を
も
う
け
さ
せ
る
だ
け
(
日
本
の
産
業
構
造
を
考
え

る
と
、
否
定
す
る
こ
と
は
日
本
の
経
済
の
否
定
と
も

な
る
〉
と
思
う
が
、
短
期
間
の
効
果
だ
け
は
あ
る
よ

う
だ
。
人
工
礁
漁
場
は
二
メ
ー
ト
ル
角
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
魚
礁
が
一
一
、
二
七

O
個
、
海
底
に
沈
め
て
あ
り
、

総
額
四
億
三
、
八

O
O万
円
・
:
・
:
。
〈
セ
メ
ン
ト
屋
が

も
う
か
る
は
ず
で
す
。
人
工
島
で
こ
れ
が
ム
ダ
に
な

っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
な
?
〉

人
工
島
計
画
は
頭
の
中
で
考
え
ら
れ
た
も
の
だ
か

ら
、
「
こ
れ
か
ら
は
二
百
カ
イ
リ
の
漁
業
を
守
り
育

て
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
い
う
自
然
を
守
る
方
向
性

と
の
聞
に
矛
盾
が
で
て
く
る
。
一
度
壊
し
て
し
ま
う

と
、
一
五
に
は
戻
せ
な
い
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
。

〆
「
獲
る
漁
業
か
ら
作
る
漁
業
へ
(
農
業
的
発
想
〉
」
と

い
う
動
き
も
あ
る
が
、
海
そ
の
も
の
は
一
定
の
生
産

力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
定
の
生
態
系
が
確
立

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
人
聞
が
そ
れ
に
手
を
出

し
た
と
し
て
も
飛
躍
的
な
増
収
に
つ
な
が
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
稚
魚
放
流
等
、
す
べ
て
を
否
定
は

・
で
き
な
い
が
、
天
然
環
境
を
大
切
に
し
て
自
然
と
共

存
し
た
漁
業
イ
コ
ー
ル
自
然
管
理
型
漁
業
が
大
事
だ

と
思
う
。

漁
師
さ
ん
た
ち
の
高
齢
化
が
す
す
み
、
一
代
限
り

で
廃
業
の
人
が
多
い
の
で
人
工
島
反
対
運
動
は
難
し

い
と
思
う
が
、
蓋
島
(
ふ
た
お
い
じ
ま
〉
な
ど
に
若

い
漁
師
が
い
る
の
で
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

二
人
の
先
生
の
お
話
を
二
時
間
近
く
伺
い
、
た
く

さ
ん
の
質
問
も
出
て
、
「
さ
あ
l
っ
」
と
気
合
い
を

入
れ
ら
れ
た
よ
う
だ
つ
た
。
ー

「
人
と
海
と
の
共
存
」

「
人
と
海
と
魚
と
の
共
存
」

人
工
島
は
何
千
年
何
万
年
と
続
い
た
図
式
を
大
き

く
崩
す
も
の
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

帰
り
の
車
か
ら
見
た
ガ
ラ
ス
越
し
の
冬
の
海
は

「
人
工
島
な
ん
て
い
ら
な
い
よ
」
と
波
を
た
て
て
い

る
よ
う
に
み
え
た
。
最
後
ま
で
「
反
対
/
」
で
ガ
I

ン
バ
ノ
・

8 

な
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何
か
の
本
で
読
ん
だ
だ
け
の
廃
境
と
な
っ
た
寧
般

島
と
、
ま
だ
出
来
て
も
い
な
い
人
工
島
を
ど
う
結
び

つ
け
る
か
つ
て
こ
と
は
余
人
を
も
っ
て
考
え
が
た

い
。
私
な
ら
で
き
る
ハ
ズ
と
思
っ
た
人
も
思
っ
た
人

も
思
っ
た
人
だ
が
、
引
き
受
け
た
私
も
私
だ
っ
た
0

時
間
も
な
い
の
に
。

昔
、
日
本
に
石
炭
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
頃
、
そ
れ

を
堀
ら
せ
て
商
売
す
る
人
が
い
た
。
よ
り
安
く
、
よ

り
多
く
堀
る
た
め
の
競
争
が
あ
っ
た
。
よ
り
高
く
よ

り
多
く
売
る
た
め
の
競
争
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に

一
つ
の
島
が
作
ら
れ
た
。
多
く
の
堀
ら
さ
れ
る
人
び

と
と
そ
の
家
族
が
そ
こ
に
住
ま
わ
さ
れ
た
。

石
炭
が
い
く
ら
採
れ
て
も
商
売
に
な
ら
な
く
な
っ

た
と
き
、
そ
の
烏
は
棄
て
ら
れ
た
。
棄
て
ら
れ
て
、

そ
の
島
は
時
ど
き
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
o

p
終
戦
a
記
念
日
の
よ
う
な
、
人
々
の
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
の
た
め
に
。

日
月
M
日
の
朝
日
新
開
(
朝
刊
〉
に
は
、
第
二
・



第
三
の
軍
舷
島
の
こ

と
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
い
わ
く
「
報
わ

れ
ぬ
国
策
協
力
」

と
。
自
に
は
見
え
な

い
無
数
の
「
軍
艦
島
」

が
私
た
ち
の
周
り
を

と
り
ま
い
て
い
る
。

一
瞬
の
誕
生
の
時
の

華
や
か
さ
と
、
そ
の

後
の
終
わ
る
こ
と
の

な
い
ミ
ジ
メ
な
余

生
。
そ
れ
で
も
島
は

死
ぬ
こ
と
も
で
き
な

い
で
い
る
。
長
崎
県

の
伊
王
島
。
そ
し
て

高
島
。軍
艦
島
に
行
く
こ

と
が
で
き
た
ら
、
人

工
島
の
こ
と
も
も
っ

と
よ
く
わ
か
る
か
も

し
れ
な
い
。
一
度
訪

ね
て
み
て
は
、
と
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

ナ

l
ン
チ
ャ
ッ
テ
。

自
ら
高
い
理
想
を
掲
げ
て
、
そ
れ
に
挑
戦
し
、

一
生
懸

命
努
力
し
て
い
て
も
、
い
つ
し
か
失
敗
し
諦
め
て
し
ま
う

，v
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
?

こ
ん
な
疑
問
に
端
的
な
答
え
を

ノ

}

出
し
て
く
れ
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が

N
Y
か
ら
入
っ
て

• 

i

4
来
ま
し
た
。

…

1

シ
ュ
リ

・
チ
ン
モ
イ
と
い
う
人
が
「
片
腕
で
一
ト
ン

h
し副司

〈
あ
の
小
錦
の
四

・
五
倍
〉
の
重
量
を
挙
げ
た
」、

こ
れ
は

.

.

.
 ‘

重
量
挙
げ
の
選
手
の
記
録
で
は
な
く
、
N
Y
の
国
連
本
部

岡
山
ぽ

で
週
二
回
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
で
月

一
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代

4
1
i
議
員

・
議
員

・
職
員
に
公
式
に

H
摂
相
か
を
指
導
し
て
い

-

、

る
人
の
記
録
な
の
で
す
。
彼
は
、
初
め
二
十
キ
ロ
前
後
か

」
d
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
、
僅
か
一
年
半
で
世
界
の
頂

l
f
h
点
に
立
ち
ま
し
た
。

H
膜
想
H

の
指
導
者
が
何
故
こ
の
よ

L
L
t
う
な
こ
と
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
?

ι
i
F

彼
は
言
い
ま
す
。

「
私
は
神
に
祈
り
膜
想

し

て
い
ま

¥l.
り

す
。
こ
れ
は
、
た
だ
内
的
な
人
生
の
為
だ
け
で
な
く
、
内

戸

、

的
な
強
さ
に
よ
っ
て
、
外
的
な
強
さ
を
増
す
こ
と
が
で
き

「
寸
ノ

る
の
で
す
。
決
し
て
諦
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
現
在
成
功

ィ

!

し
て
い
な
い
か
ら
と
い

っ
て
失
望
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
o

-
』

そ
し
て
、魂
と
肉
体
は
一
諸
に
歩
む
べ
き
な
の
で
す
」
と
o

b
ι
w
ま
た
、
『
内
的
強
さ
を
い
っ
た
ん
持
っ
た
な
ら
、
安
心
と

}

A

A

A

落
ち
つ
き
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
時
、
私
た
ち
の
不
安
は
な

叫
円
ヨ

く
な
り
、
強
固
な
平
和
を
持
つ
の
で
す
。
自
分
に
挑
戦
す

目
緬

E
・

る
こ
と
に
よ
り
、
他
人
と
の
争
い
は
な
く
な
り
、
悪
口
を

包

む

言
わ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
自
分
の
強
;
を
証
明
す
る

K
4
2
4
4

必
要
が
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う」

1
1
シ
ュ
リ

・
チ
ン
モ
イ
は
人
聞
の
可
能
性
に
限
界
が
あ
る

司

ー

と
い
う
考
会
間
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
な
姿
で
示

-
E
F

し
ま
し
た
0
(

問
い
合
わ
せ
蜜
附
|
七
=一回
一
湯
口
ピ
ニ
タ
l
)

(写
真
・
五
十
五
歳
の
シ
ュ
リ
・
チ
ン
モ
イ
氏
、
約
一
ト
ン
を
心

の
力
で
か
か
げ
て
い
る
瞬
間
)

9 



そ
う

今、

NO.4 

る
、
と
い
う
こ
と
は
、
一
番
下

の
私
は
(
長
姉
と
私
は
七
歳
違

い
〉
七
年
も
同
じ
股
を
着
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

中
学
に
入
る
と
標
準
服
と
い

う
の
を
着
せ
ら
れ
た
ι

今
思
う

と
、
制
服
で
は
な
い
の
だ
か
ら

着
な
く
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の

だ
が
、
そ
の
頃
の
私
に
と
っ
て

は
標
準
服
と
い
う
名
の
制
服
に

a

ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま

で
は
パ
ン
ツ
の
見
え
そ
う
な
短

い
ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
遊
び
ま
わ
っ
て
い
た
の
で
、

あ
の
重
く
長
っ
た
ら
し
い
ス
カ
ー
ト
を
見
た
だ
け
で

タ
メ
息
が
出
た
。
友
人
は
、
外
出
と
い
う
と
素
敵
な

私
服
を
楽
し
ん
で
い
た
が
、
私
は
家
の
経
済
事
情
と

、
姉
た
ち
が
厳
格
な
私
学
へ
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
い
つ
も
こ
の
嫌
い
な
セ
ー
ラ
ー
服
姿
で
あ
っ
た
。

高
校
は
も
ち
ろ
ん
制
服
。
学
区
制
で
金
持
ち
の
子
が

多
か
っ
た
の
で
制
服
を
脱
ぐ
と
皆
す
ご
く
華
美
で
、

i

一
緒
に
遊
び
に
行
く
時
な
ど
と
て
も
辛
か
っ
た
。

大
学
は
地
方
で
、
す
が
か
じ
り
な
が
ら
親
・
姉
た

ち
か
ら
解
放
さ
れ
オ
シ
ャ
レ
も
楽
し
め
る
と
思
っ
た

も
の
の
、
同
期
に
女
は
私
一
人
と
な
れ
ば
、
た
だ
日

立
ち
た
く
な
い
一
心
で
控
え
目
ル
ッ
ク
。
-
就
職
し
、

テ
ィ
ー
ン
ズ
ル
ッ
ク
を
楽
し
む

私
は
四
人
姉
妹
の
一
番
下
で
あ
る
。
物
心
つ
い
た

頃
よ
り
小
学
校
を
出
る
ま
で
服
は
ほ
と
ん
ど
母
の
手

作
り
だ
っ
た
。
既
製
服
を
買
う
よ
り
は
布
を
買
っ
て

自
分
の
家
で
作
っ
た
ほ
う
が
安
上
が
り
だ
っ
た
か
ら

守だ
。
そ
の
頃
は
、
お
祭
り
(
六
月
〉
と
お
正
月
に
は

上
か
ら
ア
ま
で
新
し
い
も
の
を
着
る
習
慣
だ
っ
た
。

こ
れ
も
、
年
二
回
ぐ
ら
い
し
か
オ
シ
ャ
レ
で
き
な
か

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
母
は
時
々
四
人
お
そ

ろ
い
の
肢
を
作
っ
た
。
私
は
こ
れ
が
燥
で
嫌
で
仕
方

な
か
っ
た
。
少
し
ず
つ
サ
イ
ズ
の
違
う
股
が
四
着
あ

晴
れ
て
今
度
こ
そ
好
き
勝
手
に
で
き
る
と
思
っ
た

が
、
七
万
の
月
給
で
チ
リ
紙
か
ら
家
賃
ま
で
す
べ
て

を
賄
う
と
な
れ
ば
必
要
経
費
の
み
で
サ
イ
フ
は
空
。

と
て
も
オ
シ
ャ
レ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
三
十
六
歳
を
生
き
る
今
、
リ
プ
と
の
出
会
・

い
も
あ
っ
て
諸
々
の
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
ゃ
・
っ
と
自
ら
を
装
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

思
う
。
性
別
、
環
境
、
服
装
で
自
分
を
評
価
さ
れ
た

く
な
い
し
人
を
も
評
価
し
た
く
な
い
と
強
く
思
う
。

リ
プ
の
集
会
に
は
簡
素
な
服
を
心
掛
け
、

H
作
ら
れ

た
女
ら
し
さ
に
と
ら
わ
れ
た
く
な
い
μ
と
い
う
思
い

に
逆
に
と
ら
わ
れ
た
り
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
今

は
そ
の
日
の
服
選
び
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

生
活
を
楽
し
む
ゆ
と
り
が
自
ら
の
装
い
の
中
に
も
表

れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
心
理
的
に
は
H
h
プ
運
動
が

支
え
に
な
り
、
物
理
的
に
は
育
児
が
楽
に
な
っ
た
か

ら
だ
と
思
う
。
し
か
し
今
で
も
足
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
コ

ー
ナ
ー
へ
向
く
。
中
高
生
の
頃
の
オ
シ
ャ
レ
し
た
い

欲
求
を
封
じ
込
め
ら
れ
た
反
動
だ
ろ
う
か
。
時
に

「
母
親
ら
し
く
な
い
」
と
か
「
年
相
応
で
な
い
」
と

か
の
雑
音
も
耳
に
入
っ
て
く
る
が
、
他
人
に
不
快
感

を
与
え
て
い
な
い
限
り
は
∞
D
E
m
宮
司
君
喜
一
.

時
々
友
人
に
「
あ
ら
、
そ
れ
ウ
チ
の
子
に
似
合
い

そ
う
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
本
人
は
そ
れ
を
ま
ん
ざ
ら

で
も
な
く
思
っ
て
い
る
。
(
札
幌
高
橋
芳
恵
〉

10 



〔
連
載
〕
③
働
、
き
続
け
た
四
十
年
ハ
講
演
録
)

辻

示日

子

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
試
験
に
は
落
ち
た
も
の
の
、
放
送
局
に
入
り
た
い
気
持
ち
は
や
み
難
く
詰
め
切
れ
ず
に
お
り
ま
し
た
ら
、
昭
和
二
十

七
年
に
ラ
ジ
オ
九
州
が
婦
人
プ
ラ
ン
ナ
ー
募
集
と
い
う
こ
と
で
毎
日
新
聞
に
三
行
広
告
が
出
ま
し
た
の
で
、
そ
の
試
験
を
受
け
て
合
格
し

ま

し

た

。

‘

当
時
ス
ポ
ー
ツ
ニ

y

ポ
ン
で
は
、
部
長
が
私
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
と
し
て
は
副
部
長
ク
ラ
ス
が
回
る
デ
パ
ー
ト
を
担
当
さ
せ
て
く

れ
て
お
り
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
な
ど
海
の
も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
わ
か
ら
ぬ
所
に
行
か
ず
に
広
告
部
に
居
る
よ
う
慰
留
さ
れ
ま
し
た
け
れ

ど
、
「
お
言
葉
で
す
が
、
今
度
は
ど
う
し
て
も
ラ
ジ
オ
に
行
き
た
い
の
で
す
」
と
、
部
長
に
は
わ
る
い
と
思
い
な
が
ら
、
心
は
ラ
ジ
オ
九

州
に
と
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
昭
和
二
十
七
年
に
入
社
し
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
九
州
に
は
田
辺
幸
子
さ
ん
が
私
の
大
先
輩
で
お
ら
れ
ま

し
た
し
、
ほ
か
に
も
婦
人
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
何
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
と
て
も
活
気
に
あ
ふ
れ
た
職
場
で
し
た
。

最
初
は
す
ぐ
、
学
齢
前
の
子
ど
も
の
た
め
の
「
幼
児
の
時
間
」
と
い
う
番
組
を
担
当
し
ま
し
て
、
そ
の
あ
と
一
年
し
た
ら
東
京
へ
帰
し

て
や
る
と
い
う
約
束
で
し
た
。
東
京
で
採
用
に
な
り
ま
し
た
の
で
東
京
へ
帰
り
、
東
京
支
社
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

私
は
、
松
岡
洋
子
事
務
所
で
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
の
影
響
も
あ
り
寸
女
が
変
わ
れ
ば
世
の
中
が
変
わ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
東
京
支
社
で
の
仕
事
を
手
が
け
る
に
あ
た
っ
て
ま
ず
、
女
の
人
た
ち
の
た
め
の
番
組
が
作
り
た

い
、
特
に
女
の
人
の
解
放
を
、
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
女
の
人
同
士
が
手
を
つ
な
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
し
て
、
〈
土
曜
会
〉
と
い
う
女
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
横
の
つ
な
が
り
を
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
単
な
る
親
睦
会
で
な
く
、
土

.
曜
会
で
共
同
制
作
の
番
組
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
番
組
を
作
り
ま
し
て
、
そ
の
中
で
は
、
北
海
道
・
東
北
放
送
、
仙
台
、
東
京
、
名
古

屋
、
大
阪
、
九
州
の
局
を
結
ん
で
一
緒
に
作
る
六
元
放
送
で
「
女
性
の
広
場
」
と
い
う
、
こ
れ
は
六
年
間
ぐ
ら
い
続
け
て
放
送
し
ま
し
た
。

そ
の
番
組
の
最
初
の
こ
ろ
は
、
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
『
暮
ら
し
の
手
帖
』
の
花
森
安
治
さ
ん
や
戸
塚
文
子
さ
ん
と
い
っ
た
方
た
ち
が
私

11 
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た
ち
に
大
変
協
力
的
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
番
組
に
登
場
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
番
組
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
花
森
さ
ん
を
囲
ん
で
、
「
君
た

ち
が
が
ん
ば
っ
て
い
く
こ
と
で
こ
の
世
の
中
が
変
わ
っ
て
い
く
ん
だ
か
ら
」
と
い
う
温
か
い
応
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
想
い
出
し
ま

す
。
そ
の
こ
ろ
「
ひ
と
と
き
」
と
い
う
欄
を
作
ら
れ
た
朝
日
新
聞
の
当
時
の
学
芸
部
長
の
影
山
三
郎
さ
ん
に
も
、
と
て
も
励
ま
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
私
は
仕
事
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
の
方
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
昭
和
二
十
九
年
の
炭
鉱
不
況
の
こ
ろ
、
ボ
タ
山
の
人
た
ち
が
飢
え
て
不
況
の
ド
ン
底
に
あ
え
い
で
い
た
時
に
、
先
輩
の
荒
木

輝
子
さ
ん
と
い
う
女
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
作
っ
た
「
飢
え
る
ボ
タ
山
の
人
々
」
と
い
う
録
音
構
成
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
、
「
女
性
の
広

場
」
で
、
全
国
的
に
流
し
て
う
っ
た
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
放
送
を
聞
い
た
人
た
ち
の
胸
を
打
ち
、
全
国
か
ら
ポ
タ
山
の
人
た
ち
を
助
け
ま

し
ょ
う
と
、
そ
れ
こ
そ
衣
類
・
お
金
・
本
な
ど
が
山
の
よ
う
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
飢
え
る
ポ
タ
山
の
人
々
」
の
放
送
を
、
母
と
泣
き
な
が
ら
聞
き
ま
し
た
、
と
男
の
方
か
ら
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
男
の
方
は

宮
本
一
枝
さ
ん
の
息
子
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
。
平
塚
ら
い
て
う
さ
ん
た
ち
と
『
青
鞘
』
の
こ
ろ
活
躍
さ
れ
た
宮
本
一
枝
さ
ん
で
す
。
息
子

さ
ん
は
当
時
大
映
の
助
監
督
で
し
た
、
お
母
さ
ん
と
二
人
で
泣
き
な
が
ら
聞
い
て
、
自
分
は
映
画
の
助
監
督
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
の

放
送
に
出
て
き
た
お
弁
当
を
持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
生
徒
の
先
生
に
会
っ
た
り
、
実
際
に
ボ
タ
山
の
子
ど
も
た
ち
に
会
っ
て
き
た
い
。
お
弁

当
を
持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
子
ど
も
に
、
自
分
の
お
弁
当
を
分
け
あ
っ
て
い
る
女
の
先
生
が
い
た
の
で
す
が
、
そ
ん
な
先
生
の
話
を
き
き
た

い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
東
京
支
社
の
ほ
う
に
訪
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の
生
涯
の
師
と
い
い
ま
す
か
、
尊
敬
す
る
宮
本
一
枝
さ

ん
と
出
会
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
す
。
宮
本
さ
ん
は
、
も
う
一
線
か
ら
は
退
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
す
ば
ら
し
い
女
性

で
、
『
青
鞘
』
を
さ
さ
え
た
お
一
人
な
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
私
は
女
性
解
放
史
を
ド
ラ
マ
タ
イ
ズ
し
て
月
に
一
本
、

T
B
S
と
共
同
制
作
の
番
組
を
作
っ
て
お
り
ま
し
た
。
女

性
解
放
史
を
や
る
た
め
に
は
、
東
大
の
史
科
編
纂
所
の
松
島
栄
一
先
生
と
山
本
安
英
さ
ん
、
|
|
山
本
安
英
さ
ん
は
ご
承
知
の
と
お
り
、

〈
ぶ
ど
う
の
会
V
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
、
山
本
さ
ん
を
中
心
に
し
て
月
に
一
回
勉
強
会
を
し
な
が
ら
そ
の
テ
l
マ
を
決

め
、
本
を
書
い
て
役
者
を
決
め
て
ド
ラ
マ
タ
イ
ズ
し
て
や
る
。
で
す
か
ら
そ
の
こ
ろ
の

R
K
B
は
私
に
と
っ
て
大
学
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
大
学
に
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
と
て
も
強
か
っ
た
の
で
す
が
、

R
K
B
は
私
の
大
学
み
た
い
な
も
の
で
、
入
っ

て
か
ら
勉
強
し
な
が
ら
作
り
な
が
ら
と
い
う
よ
う
な
番
組
作
り
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
最
も
感
動
的
な
取
材
で
、
自
分
で
も
大
変
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
第
一
回
母
親
大
会
で
す
。
第
一
回
母
親
大
会
の
こ
と
は

l2 
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私
の
た
く
さ
ん
な
取
材
の
中
で
強
烈
な
印
象
を
残
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
昭
和
三
十
年
六
月
九
日
、
東
京
の
豊
島
公
会
堂
で
し

た
。
そ
の
第
一
回
母
親
大
会
で
呼
び
か
け
ら
れ
た
評
論
家
の
丸
岡
秀
子
さ
ん
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

「
私
た
ち
は
私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
跡
と
り
の
命
と
運
命
を
、
今
ま
で
は
自
分
の
手
で
左
右
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
の
手
で
、
私
た
ち
の
息
子
た
ち
娘
た
ち
の
生
命
や
運
命
を
左
右
す
る
時
が
来
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私

た
ち
は
今
ま
で
伏
せ
て
い
た
顔
を
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
忍
ん
で
い
た
声
も
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
し
そ
の
声
が
ど
ん
な
に
震
え

て
お
り
ま
し
で
も
、
胸
が
ド
キ
ド
キ
し
て
お
り
ま
し
で
も
、
戸
を
あ
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

こ
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
今
で
も
あ
り
あ
り
と
覚
え
て
お
り
ま
す
。
全
国
の
い
ろ
い
ろ
の
基
地
で
闘
争
し
て
い

る
人
と
か
、
子
ど
も
を
売
り
に
出
さ
な
け
れ
ば
食
え
な
い
と
一
い
う
貧
し
い
と
こ
ろ
の
お
母
さ
ん
と
か
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
の
お
母
さ
ん
が

集
ま
っ
て
豊
島
公
会
堂
で
ム
シ
ロ
を
敷
い
て
、
み
ん
な
来
て
泣
い
て
、
泣
い
て
ば
か
り
で
な
く
本
当
に
~
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
お
母
さ
ん
た

ち
の
「
命
を
産
み
出
す
母
親
は
命
を
育
て
守
る
こ
と
を
希
み
ま
す
」
と
い
う
、
こ
れ
は
母
親
大
会
の
有
名
な
言
葉
で
す
が
、
ご
く
あ
た
り

前
の
言
葉
の
中
に
自
分
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
状
況
を
訴
え
る
そ
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
力
に
、
私
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
の
第
一
回
の
大
会
宣
言
、
「
私
た
ち
は
団
結
の
力
を
知
り
ま
し
た
。
も
は
や
一
人
一
人
ば
ら
ば
ら
の
弱
い
女
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
は
ど
こ
に
あ
っ
て
も
日
本
母
親
大
会
の
名
に
於
い
て
勇
気
を
持
ち
会
い
ま
し
ょ
う
」
を
取
材
し
な
が
ら
、
私
は
ポ
ロ
ポ
ロ

一
段
を
こ
ぼ
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
デ
ン
ス
夕
、
|
|
デ
ン
ス
ケ
と
い
う
の
は
横
山
隆
一
の
漫
画
の
デ
ン
ス
ケ
か
ら
と
っ
た
愛
称
の
携
帯
用
録
音
機
で
、
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
あ
り
ま
し
で
か
な
り
の
重
さ
で
す
が
、
私
た
ち
は
ど
こ
に
行
く
の
に
も
そ
れ
を
し
よ
っ
て
取
材
し
て
歩
き
ま
し
た
。
当
時
、
朝

日
の
「
ひ
と
と
き
欄
」
な
ど
を
中
心
に

n
投
書
婦
人
H

と
い
う
の
が
流
行
し
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
ベ
ン
を
と
っ
て
も
の

を
言
う
と
い
う
時
代
だ
っ
た
の
で
す
が
、
母
親
大
会
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
投
書
す
る
と
い
う
手
段
、
ベ
ン
で
書
く
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
ド
け
れ
ど
、
し
ゃ
べ
る
の
な
ら
と
い
う
、
つ
ま
り
庶
民
の
、
理
論
に
な
る
前
の
素
朴
な
感
情
が
あ
ふ
れ
で
お
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

す
く
い
上
げ
ら
れ
る
、
そ
れ
が
デ
ン
ス
ケ
で
し
た
。
で
す
か
ら
マ
イ
ク
を
持
っ
て
飛
び
出
し
て
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
お
母
さ
ん
た
ち
に
話

を
聞
き
ま
す
と
、
本
当
に
気
負
わ
な
い
ふ
だ
ん
の
言
葉
で
、
生
活
の
実
感
に
満
ち
満
ち
た
言
葉
が
拾
え
ま
し
た
。
ま
あ
取
材
者
側
か
ら
す

る
と

H

い
た
だ
け
る
H

わ
け
で
す
ね
。
逆
に
私
は
取
材
の
中
で
お
母
さ
ん
た
ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
す
る
こ
と
で
教
わ
っ
た
こ
と
が
す
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ご
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
母
親
大
会
の
取
材
は
、
民
放
祭
の
番
組
活
動
の
部
門
賞
と
い
う
の
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
昭
和
三
十
二
年
に
、
当
時
私
は
報
道
に
移
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
の
仕
事
の
中
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
一
つ
の
大
き
な
思
い
出

に
な
っ
た
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。
興
安
丸
の
最
後
の
引
き
揚
げ
の
取
材
で
、
民
開
放
送
の
代
表
特
派
員
に
私
が
選
ば
れ
た
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
、
さ
っ
き
お
話
し
し
ま
し
た
デ
ン
ス
ケ
を
、
中
国
で
故
障
す
る
と
い
け
な
い
か
ら
と
二
台
。
持
っ
て
行
き
、
テ
ー
プ
も
五
十
本
持
っ
て

行
き
ま
し
た
。
大
き
な
ト
ラ
ン
ク
で
、
「
中
国
に
嫁
に
行
く
気
か
よ
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
、
そ
れ
は
も
う
す
ご
い
勇
ま
し
い
格
好
で
行
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
中
国
の
取
材
で
も
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
出
来
ま
し
た
。

な
ぜ
私
が
女
性
特
派
員
に
選
ば
れ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
い
ま
、
中
国
の
残
留
孤
児
の
問
題
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
く

ら
い
の
年
代
の
日
本
の
女
の
人
で
中
国
に
い
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
旧
満
州
が
ほ
と
ん
ど
で
、
命
を
同
け
て
も
ら
う
た
め
に
中
国
人
と
結
婚

し
た
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
。
そ
し
て
そ
の
、
命
を
助
け
て
も
ら
う
た
め
に
結
婚
し
た
中
国
人
と
の
間
に
出
来
た
子
ど
も
が
い
る
わ
け
で
す

ね
。
そ
の
子
ど
も
を
日
本
の
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
に
一
目
見
せ
た
い
、
だ
か
ら
一
時
里
帰
り
し
た
い
、
そ
の
一
時
旦
帰
り
婦
人
を
、

子
ど
も
も
含
め
て
千
人
ぐ
ら
い
乗
せ
て
来
る
こ
と
、
そ
れ
が
そ
の
興
安
丸
最
後
の
引
き
揚
げ
の
一
番
大
き
な
目
的
だ
っ
た
の
で
す
。
乗
せ

る
人
た
ち
の
割
合
い
か
ら
言
っ
て
も
、
そ
う
い
う
婦
人
子
ど
も
を
た

4
さ
ん
乗
せ
て
来
る
船
な
ら
婦
人
記
者
が
よ
か
ろ
う
、
と
い
う
こ
と

で
私
が
選
ば
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
中
国
の
撫
順
と
い
う
所
に
戦
犯
収
容
所
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
日
本
人
の

P

戦
犯
u

が
三
十
九
人
残
っ
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
家
族
が
中
国
で
面
会
を
す
る
た
め
、
そ
の
人
た
ち
を
往
き
が
け
に
乗
せ
て
行
き
、
そ
れ
か
ら
帰
り
に
は
一
時
里
帰
り
婦
人
と

そ
の
子
ど
も
た
ち
を
乗
せ
て
来
る
、
そ
の
二
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
し
て
特
派
員
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
す
。
撫
順
に
行
っ
て
家
族
の
人
と
戦

犯
の
人
と
の
ご
対
面
も
全
部
デ
ン
ス
ケ
で
採
り
、
そ
れ
を
持
っ
て
北
京
放
送
局
へ
帰
っ
て
、
北
京
放
送
か
ら
出
て
い
る
日
本
向
け
放
送
に

そ
の
様
子
を
出
す
、
そ
れ
が
あ
な
土
の
取
材
の
第
一
の
目
的
だ
と
い
う
こ
と
を
、
国
を
出
る
時
に
言
わ
れ
ま
し
た
か
ら
、
私
は
も
う
一
生

懸
命
に
北
京
放
送
に
出
す
た
め
の
録
音
を
採
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
北
京
放
送
か
ら
、
「
日
本
の
皆
様
今
晩
は
」
と
、
国
内
で
は
一
回
も
自

分
で
放
送
し
た
こ
と
な
い
の
で
す
が
、
北
京
に
行
っ
て
は
じ
め
て
日
本
向
け
の
放
送
を
し
ま
し
た
。
帰
っ
て
来
ま
し
た
ら
報
道
の
仲
間

が
、
「
百
万
ド
ル
の
持
参
金
」
と
書
い
た
袋
に
、
私
の
北
京
か
ら
放
送
し
た
の
を
録
音
し
た
テ
l
プ
を
入
れ
て
く
れ
て
お
り
ま
し
て
、
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
に
、
北
京
放
送
の
婦
人
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
陳
良
さ
ん
と
い
う
す
ば
ら
し
い
女
性
が
い
ま
し
た
。
私
よ
り
三
つ
四
つ
年
下
で

14 
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す
が
、
日
本
の
女
学
校
に
い
ら
し
た
も
の
で
す
か
ら
日
本
語
は
と
て
も
美
し
い
し
、
日
本
向
け
の
放
送
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
と

会
い
、
そ
れ
と
一
時
里
帰
り
を
し
た
く
て
も
で
き
な
い
ご
婦
人
が
一
人
い
て
、
お
父
さ
ん
が
小
倉
出
身
の
方
だ
っ
た
の
で
小
倉
の
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
の
声
を
録
音
し
て
声
の
便
り
と
し
て
持
っ
て
行
き
、
沈
陽
|
|
元
の
奉
天
で
す
け
ど
、
沈
陽
の
ホ
テ
ル
で
そ
の
斉
木
ア
ヤ
メ

さ
ん
と
い
う
人
に
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
戸
を
聞
か
せ
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
度
は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
対
し
て
ご
自
分
の
戸
と
、
中

国
の
人
と
の
聞
に
出
来
た
お
子
さ
ん
た
ち
は
全
然
日
本
語
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
毛
沢
東
万
歳
か
何
か
の
唱
歌
を
う
た
っ
て
、
私
は
そ
の
録

音
を
採
っ
て
持
ち
帰
り
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
間
か
せ
ま
し
た
。

こ
の
斉
木
ア
ヤ
メ
さ
ん
と
い
う
の
は
、
そ
の
後
帰
国
し
て
か
ら
五
回
く
ら
い
に
わ
た
っ
て
、
自
分
の
子
ど
も
五
人
と
旦
那
さ
ん
と
孫
と

全
部
で
十
二
人
の
人
を
次
々
に
小
倉
に
呼
ん
で
、
今
は
全
員
小
倉
に
引
き
揚
げ
て
来
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
方
と
私
は
昭
和
五
十
七
年
に

二
十
五
年
ぶ
り
に
再
会
致
し
ま
し
た
。

斉
木
さ
ん
は
文
化
大
革
命
な
ど
で
も
う
本
当
に
苦
労
し
て
、
五
人
も
子
ど
も
が
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
大
変
な
ん
で
す
が
一
そ
う

い
う
苦
労
で
、
私
と
同
じ
年
だ
っ
た
の
で
す
が
す
っ
か
り
老
け
て
、
も
う
本
当
に
ご
苦
労
の
あ
と
が
に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。
が
、
そ
の

彼
女
の
両
肩
に
ご
主
人
と
子
ど
も
と
孫
と
全
部
引
き
つ
れ
て
中
国
か
ら
帰
っ
て
来
ら
れ
た
、
そ
う
い
う
状
況
を
見
て
も
、
戦
争
の
傷
あ
と

と
い
う
か
、
戦
争
は
ま
だ
終
わ
っ
て
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
斉
木
さ
ん
ご
一
家
の
苦
労
と
か
最
近
の
残
留
孤
児

の
問
題
な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
思
う
と
、
私
は
ま
だ
ま
だ
戦
争
は
終
わ
っ
て
な
ん
ぺ
甲
ぷ
ぺ
吋
。

そ
の
中
国
で
の
取
材
の
後
に
六

O
年
の
安
保
が
あ
り
ま
し
た
。
六

O
年
安
保
は
昭
和
ゴ
一
十
五
年
な
ん
で
い
う
も
の
で
な
く
て
六

O
年
で

す
ね
。
一
九
六

O
年
安
保
の
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

デ
モ
で
歩
い
て
お
り
ま
し
た
私
の
す
ぐ
前
を
新
劇
の
人
た
ち
が
歩
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
劇
の
女
優
さ
ん
た
ち
の
と
こ
ろ
に
長
い
棒

杭
を
持
っ
た
右
翼
の
人
た
ち
が
襲
い
か
か
り
、
自
の
前
で
女
優
さ
ん
た
ち
が
血
だ
ら
け
に
な
る
と
い
う
状
況
に
も
遭
い
ま
し
た
。
樺
美

智
子
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
時
に
も
私
た
ち
は
デ
モ
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
あ
ん
な
大
き
な
時
代
の
流
れ
の
中
に
身
を
お
い
て
、
し
か
も
報

道
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
歴
史
的
な
時
代
の
流
れ
が
強
烈
に
か
ら
だ
と
心
に
の
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
あ
と
、
テ
レ
ビ
の
編
成
、
番
組
宣
伝
の
仕
事
を
や
り
、
昭
和
四
十
三
年
に
福
岡
の
本
社
に
転
勤
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
「
リ
ビ
ン

グ
シ
ョ
l
」
と
い
う
婦
人
の
た
め
の
午
後
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
ず
っ
と
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
婦
人
の
た
め
の
番
組
な
の
で
女
性

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
い
る
ほ
う
が
い
い
か
ら
来
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
本
社
に
転
勤
に
な
っ
た
の
で
す
。
(
つ
づ
く
〉
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T
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I
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/
と
び
っ
く
す

A'現
在
以
上
の
長
時
間
労
働
に
!
女
が
働
け
な
く
な
る
労
基
法
改
悪
答
申

不
況
下
、
労
働
時
間
短
縮
の
方
向
が
出
さ
れ
る
と
い
う
予
測
も
伝
え
ら
れ
た
労

基
研
答
申
は
、
目
標
と
し
て
週
四
十
時
間
労
働
を
掲
げ
な
が
ら
、
当
分
は
「
政
令

で
四
十
六
時
間
労
働
」
と
い
う
羊
頭
狗
肉
の
案
を
ぬ
け
ぬ
け
と
提
示
し
ま
し
た
。
か

ね
て
か

6
問
題
の
竿
間
総
残
業
時
間
規
制
の
歯
止
め
も
つ
け
ず
、
時
間
外
部
増
率

も
今
ま
で
ど
お
り
。
し
が
む
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
三
か
月
平
均
で
枠
内
に
納
ま
る

の
な
ら
一
日
十
時
間
労
働
も
認
め
る
と
い
う
「
変
形
労
働
時
間
制
」
を
打
ち
出
し
ま

し
た
ο

た
と
え
ば
仕
事
量
の
・
少
な
い
一
月
を
四
十
時
間
、
二
月
を
三
十
二
時
間
労

働
に
す
れ
ば
、
十
二
月
は
四
十
八
時
間
労
働
で
も
O
K
と
い
う
、
ま
さ
に
企
業
に

と
っ
て
都
合
の
良
い
「
改
正
」
。
さ
ら
に
、
将
来
目
標
も
大
企
業
は
週
四
十
時
間
、

小
企
業
は
四
十
四
時
間
、
仕
事
の
な
い
時
聞
を
持
つ
零
細
企
業
は
「
待
ち
時
間
」

φ

を
労
働
時
聞
か
ら
除
外
し
て
も
よ
い
と
い
う
企
業
優
遇
方
式
で
す
か
ら
、
あ
い
た

口
が
ふ
さ
が
り
ま
せ
ん
。
女
の
大
部
分
は
組
合
も
な
い
零
細
・
小
企
業
で
し
か
働

け
な
い
の
が
現
実
な
の
に
、
こ
れ
で
は
全
く
の
「
女
殺
し
H
改
正
色
。

A

守
鉄
連
も
鳥
取
の
女
教
師
も
勝
訴

十
二
月
四
日
、
各
紙
の
夕
刊
ト
ッ
プ
を
H
女
勝
訴
H

の
記
事
が
大
き
く
飾
り
ま

し
た
。
鉄
速
は
「
職
務
の
差
を
理
由
と
し
た
賃
金
格
差
は
憲
法
十
四
条
に
反
し
無

効
L

、
鳥
取
県
教
委
は
「
女
教
師
に
対
し
男
性
よ
り
若
い
年
齢
で
退
職
を
勧
奨
し
、

_..園ー"ーー.._..-ー・・・ー"可
和ど島〔
対高んの幌編
策額ど記延集
等所ん事、後
、得進。佐記
次者行日世〕
々減し本保
に税て列に
カのい島続
ツ見るはい
ト返 i知て
さり:ら今
れに。ぬ月
、ま fi

「老に下
戦人 ピ関
後保 ョか
政健 I ら
治、 キ人
の同 が工

見
直
し
」
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
は
ど
ん

な
大
変
な
こ
と
が
・
:
と
、
心
配
で
す
。

今
年
は
つ
い
に
特
集
を
出
せ
な
か
っ
た
『
あ
ご

ら
』
で
す
が
、
春
風
が
吹
く
ま
で
に
は
、
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
「
今
年
度
分
」
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

心来い
でか年ろ
はら度い
皆おもろ
様願どご
おいう注
元申か文
気し引も
で上き.多
、げ続い
よまきこ
いすごと
お。継 iと

年 、続は
をい思
ノ たい
，j;ごま

l ハ きすi H たが
)く

拒
否
す
る
と
退
職
手
当
優
遇
措
置
を
適
用
し
な
い
の
は
憲
法
違
反
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
六
十
九
万
円
、
二
千
三
百
万
円
の
損
害
賠
償
を
命
じ
ま
し
た
。
共
に
新
判
例
。

・
『
特
集
』
は
、
三
月
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す

長
い
間
不
眠
不
休
で
働
き
続
け
て
き
た
八
あ
ご
ら
V
事
務
局
。
今
年
は
何
よ
り

も
体
力
の
回
復
を
、
と
の
温
か
い
声
援
に
は
げ
ま
さ
れ
て
努
力
い
た
し
ま
し
た

が
、
『
ナ
イ
ロ
ビ
号
』
を
お
送
り
し
た
き
り
、
『
特
集
』
を
お
送
り
で
き
ず
申
し
わ

け
あ
り
ま
せ
ん
。
三
月
ま
で
に
何
と
か
特
集
を
:
:
:
と
準
備
中
で
す
。
こ
の
費
用

は
部
年
度
分
会
費
に
含
め
ま
す
。

-
一
月
十
四
、
十
五
日
「
第
二
世
代
の
八
あ
ご
ら
V
ヘ
」
運
営
会
議

オ
ー
ル
ナ
イ
ト
で
語
り
明
か
し
ま
す
。
場
所
は
八
丁
堀
の
勤
労
福
祉
会
館
ω

参

加
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
ご
連
絡
を
u

-
不
良
9
女
の
H
深
夜
の
お
し
ゃ
べ
り
会
μ
に
ど
う
ぞ

g
に
「
美
」
と
入
れ
る
か
「
若
」
か
「
熟
」
か
「
悪
」
か
は
お
好
み
次
第
υ

少

し
趣
き
を
変
え
て
、
夜
の
九
時
か
ら
朝
の
始
発
ま
で
、
お
好
み
の
時
間
に
参
加
白

山
の

H
深
夜
の
お
し
ゃ
べ
り
会
H

を
開
き
ま
す
。
一
月
二
十
四
日
ハ
土
〉
、
場
所
は

八
あ
ご
ら
V
読
書
室
。
三
百
円
程
度
(
?
〉
の
食
品
を
持
ち
寄
っ
て
、
ミ
ッ
ド
ナ
イ

ト
・
ト
ー
ク
を
し
ま
せ
ん
か
。
閉
山
わ
ぬ
出
会
い
も
期
待
し
な
が
ら
。

お
問
い
合
わ
せ
は
ハ
0
3
〉
3
5
4
H
3
9
4
1
へ。

東
京
都
新
宿
区
新
宿
1
・
9
・
6

あ
ご
ら
編
集
部
振
替
・
東
京
O
E
5
2
6
4


